
２０２３年度 教育学演習２・８について 

 

■担当教員 

梅本 洋 

 

■科目のコンセプト 

   教育に関する基礎研究を行う演習 

     ▶この科目には「教育原論」という副題のようなものがついています。これは、教育について

基礎研究をおこなうということを意味しているのです。 

     ▶たとえば医学には治療に直結した臨床医学のほかに、生理学・解剖学・病理学といった基礎

医学の分野がありますが、教育学でも教育実践に直結した分野と基礎医学に相当するよう

な分野があります。後者の研究を志向するというのが、この科目のコンセプトです。 

 

■今年度のテーマ 

   進化の所産としての人間と教育の課題 

     ▶教育は人間に働きかける営みですが、その人間は進化の初産にほかなりません。進化は教育

に先立って人間をさまざまに規定しているのです。それが、教育にどのような制約を課すか

を検討して、教育の課題と可能性を探ってゆきます。 

     ▶人間が進化によってどのように規定されているのかを調べるために、乳児つまり言語獲得

以前の赤ん坊における認知のあり方にも焦点を当てます。（そもそも赤ん坊が何をどのよう

に認知しているかなんてことが、わかるものなんでしょうか。わかるんですね。すでにかな

りの研究成果が蓄積されています。） 

 

■今年度のキーワード 

   「人類進化」と「認知」と「教育」です。 

      

■授業の進め方 

   春学期の教育学演習２は文献研究にもとづく発表を中心に進め、秋学期の教育学演習８はが各参

加者が設定したテーマでの発表によって進めてゆきます。 

 

■春学期の教育学演習２で使用する文献 

以下に、春学期の教育学演習２で使用する文献を挙げます。（全員が同じ文献を使用するわけではあり

ませんし、ごく一部分しか使用しない文献もありますので、購入する必要はありません。大学の図書館や

地元の図書館で借り出すなどしてください。どうしても調達できない場合は、相談にのります。以下のリス

トは暫定版で、さらに使用文献が少し追加されることもあり得ます。） 

 

小西行郎・遠藤俊彦編『赤ちゃん学を学ぶ人のために』、世界思想社、２０１２年 



  第３章 赤ちゃんが見ている「モノ」の世界 

  第７章 赤ちゃんの感情と社会性 

 川合伸幸『ヒトの本性─なぜ殺し、なぜ助け合うのか』、講談社現代新書、２０１５年 

  第六章 他人を援助するヒト 

 J.メレール・E.デュプレー『赤ちゃんは知っている―認知科学のフロンティア』、藤原書店、１９９７年 

  Ⅲ 世界とモノ ２ モノ 

  Ⅳ 自己と他者 ２ 他者の思考 

A. ゴプニック『哲学する赤ちゃん』、亜紀書房、２０１０年 

第８章 愛と法律 道徳の起源 

小林朋道『進化教育学入門』、春秋社、２０１８年 

  第Ⅰ部 １ ヒト以外の動物は、どう学習するか 

      ２ ヒトはどう学習するか 

      ３ 進化の視点から見た「学習しやすい状況」とは 

  第Ⅱ部 １ ヒトの脳の情報処理構造としての“課題専用モジュール構造” 

      ２ 課題専用モジュールと「科学的思考・科学的知見」のミスマッチ 

  エピローグ 現代人の精神活動は狩猟採集時代に適応しているのか？ 

 小林朋道『先生、脳のなかで自然が叫んでいます！ ［鳥取環境大学］の森の人間行動学』、築地書館、 

  ２０１８年 

第１章 もし、あなたがアカネズミだったなら？ 「擬人化」はヒトの精神と自然とのつながりを醸

しだす 

第３章 幼いホモ・サピエンスはなぜダンゴムシをもてあそぶのか 脳には生物の認識に専門に働

く領域がある！ 

小林朋道『苦しいとき脳に効く動物行動学 ヒトが振り込め詐欺にひっかかるのは本能か？』、築地書  

館、２０２２年 

  振り込め詐欺にひっかかる人が一万年前の世界では生き延びる理由 

A. ハンセン『新版・一流の脳 運動脳』、サンマーク出版、２０２２年 

第９章 最も動く祖先が生き残った 脳は「移動する」ためにある 

                                         以上 

 


